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国
民
春
闘
は
い
よ
い
よ
本

格
始
動
し
3
月
の
集
中
回
答

日
に
向
け
て
、
加
盟
組
合
の

要
求
書
提
出
が
続
い
て
い
ま

す
。
東
京
春
闘
、
国
民
春
闘
、

建
設
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
5
団

体
は
3
月
6
日
、
中
央
総
決

起
集
会
を
「
す
べ
て
の
労
働

者
の
大
幅
賃
上
げ
・
底
上
げ
、

労
基
法
解
体
許
す
な
、
最
低

賃
金
全
国
一
律
制
」
を
掲
げ

開
催
し
ま
し
た
。
日
比
谷
野

音
を
埋
め
尽
く
す
3
0
0
0

人
が
結
集
し
大
き
く
成
功
し

ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

大
幅
ベ
ア
ア
ッ
プ

組
織
拡
大
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

中
央
集
会
は
、
吉
田
さ
ん

（
首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
）

を
司
会
に
開
会
、
秋
山
代
表

幹
事
（
全
労
連
議
長
）
は
、

「
私
た
ち
の
闘
い
が
大
幅
賃

上
げ
、
最
賃
全
国
一
律
1
5

0
0
円
実
現
の
世
論
を
押
し

上
げ
て
き
た
こ
と
に
確
信
を

持
ち
た
い
。
政
府
の
8
兆
円

超
の
軍
拡
反
対
、
教
育
や
社

会
保
障
に
予
算
を
回
し
、
医

療
・
介
護
ケ
ア
労
働
者
の
処

遇
改
善
に
。
春
闘
を
通
じ
て

労
働
組
合
を
大
き
く
し
、
社

会
的
な
影
響
力
を
高
め
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

寄
り
添
う
相
手
が
違
う

労
務
費
の
価
格
転
嫁
を

共
同
代
表
で
建
設
ア
ク
シ

ョ
ン
の
中
村
さ
ん
（
東
京
土

建
委
員
長
）
「
物
価
高
騰
で

も
賃
金
は
上
が
ら
ず
、
労
務

費
の
価
格
転
嫁
は
進
ん
で
い

な
い
。
政
府
は
軍
拡
予
算
を

増
や
す
一
方
、
病
気
療
養
で

生
活
、
精
神
的
に
も
厳
し
い

患
者
に
、
高
額
療
養
費
制
度

の
改
悪
を
す
す
め
る
、
こ
ん

な
政
治
で
い
い
の
か
。
イ
ン

ボ
イ
ス
導
入
や
資
材
費
高
騰

で
建
設
業
界
は
厳
し
く
、
人

材
不
足
だ
。
国
民
の
暮
ら
し

が
向
上
し
て
こ
そ
、
建
設
産

業
は
元
気
に

な
る
。
と
も

に
奮
闘
し
よ

う
」と
挨
拶
、

矢
吹
議
長
が

25
春
闘
勝
利

の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ウ
で
締

め
、
会
場
を

埋
め
尽
く
し

た
参
加
者
は

国
会
請
願
デ

モ
を
行
い
ま

し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

人
勧
準
拠
が
な
い
が
し
ろ

独
法
人
化
で
処
遇
悪
化

2
月
28
日
、
全
医
労

（
全
日
本
国
立
医
療
労

働
組
合
）
が
24
春
闘
要

求
ゼ
ロ
回
答
に
対
し
ス

ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。
目
黒
区
の

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
の

前
で
は
組
合
員
2
人
が

ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
い
、

東
京
地
評
を
は
じ
め
50

人
の
仲
間
が
連
帯
し
、

「
離
職
者
増
加
を
食
い

止
め
る
た
め
に
賃
上
げ

を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

医
療
・
介
護
現
場
は
、
人

手
不
足
・
長
時
間
労
働
で
さ

ら
に
疲
弊
し
、
看
護
師
の
離

職
は
増
加
し

て
い
ま
す
。

病
院
経
営
も

困
難
を
極
め

て
い
ま
す
。

政
府
は
軍
事

費
を
過
去
最
大
8
・
7
兆
円

に
激
増
さ
せ
る
一
方
、
高
額

療
養
制
度
改
悪
な
ど
、
社
会

保
障
は
切
り
捨
て
を
強
め
て

い
ま
す
。
医
療
・
介
護
労
働

者
の
賃
上
げ
と
人
員
増
は
、

国
民
的
医
療
を
守
る
と
同
時

に
、
全
労
働
者
の
賃
上
げ
促

進
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◇
―
◇
―
◇

地
評
は
、
産
別
や
地
域
の

垣
根
を
超
え
た
運
動
で
医
療

を
守
る
た
め
、
「
医
療
崩
壊

を
く
い
止
め
る
」
全
都
宣
伝

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
看
護

師
が
過
酷
な
労
働
実
態
を
告

発
し
、
税
金
は
軍
拡
で
は
な

く
社
会
保
障
に
ま
わ
せ
と
訴

え
ま
し
た
。
「
署
名
で
何
が

変
わ
る
の
か
と
思
っ
た
が
、

話
を
聞
い
て
、
医
療
や
介
護

の
処
遇
が
上
が
る
の
が
大
事

だ
と
思
っ
た
。
（
20
代
男

性
）
」
、
「
親
が
介

護
施
設
に
入
居
し
て

い
る
が
職
員
が
足
り

な
い
と
聞
い
て
い

た
。
処
遇
も
悪
い
と

聞
い
て
び
っ
く
り
し

た
。（
30
代
女
性
）」な
ど
、

運
動
に
賛
同
し
署
名
す
る
声

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
3
面
）

中
小
企
業
も
賃
上
げ
は
可
能

日
本
金
属
製
造
情
報
通
信

労
働
組
合
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
）

は
、
3
月
1
日
に
青
山
公
園

で
25
春
闘
を
元
気
に
た
た
か

い
、
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取

る
金
属
労
働
者
の
つ
ど
い
を

開
き
5
0
0
人
の
仲
間
が
集

い
ま
し
た
。
荏
原
合
同
労
組

の
エ
イ
サ
ー
隊
に
よ
る
沖
縄

民
舞
が
披
露
さ
れ
、
主
催
者

の
三
木
委
員
長
は
「
実
質
賃

金
が
3
年
連
続
で
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
大

企
業
の
内
部
留
保
は
5
0
0

兆
円
を
超
え
、
中
小
企
業
で

も
35
年
間
で
5
・
4
倍
に
な

っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
大

幅
賃
上
げ
を
実
現
し
よ
う
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

◇
―
◇
―
◇

春
闘
け
ん
引
役
に
期
待

矢
吹
議
長
は
、
「
東
京
地

評
は
年
明
け
以
降
、
教
員
と

医
療
従
事
者
の
労
働
条
件
改

善
に
向
け
て
地
域
運
動
を
強

め
て
き
た
。
3
月
は
た
た
か

う
金
属
労
働
者
と
と
も
に
物

価
高
騰
を
上
回
る
賃
上
げ
実

現
に
向
け
て
連
帯
し
て
奮
闘

す
る
」
と
決
意
を
述
べ
、
ス

ト
ラ
イ
キ
権
確
保
し
、
団
体

交
渉
に
臨
む
こ
と
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
込
め

て
激
励
し
ま
し
た
。

加
盟
組
合
の
争
議
報
告
で

は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部
は
65
歳
定

年
延
長
で
60
歳
以
降
の
賃
金

5
倍
化
獲
得
、
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
ユ
ニ
オ
ン
支
部
の
グ
ー

グ
ル
解
雇
・
減
給
に
対
す
る

支
援
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
集
会

後
、
表
参
道
を
行
進
し
25
春

闘
勝
利
と
大
幅
賃
上
げ
獲
得

の
声
あ
げ
ま
し
た
。

賃
上
げ
世
論
高
ま
る

組
合
員
総
決
起
が
成
否
握
る

野音埋め尽くす３０００人野音埋め尽くす３０００人

定価 1部40円（送料別）

国立病院 全国一斉スト
支援労組５０人が連帯

２５春闘勝利 やるぞ、やり抜くぞ２５春闘勝利 やるぞ、やり抜くぞ

国立の名にふさわしい医療現
場の回復を／矢吹議長
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すべての労働者の10％以上の賃上げを
勝ち取ろう／3・6中央総決起集会

ス
ト
ラ
イ
キ
も
辞
さ
ず

大
幅
賃
上
げ
で
生
活
を
守
ろ
う

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
金
属
労
働
者
の
つ
ど
い

政府は診療報酬の再改定をただちに行え／
井澤事務局長 2月22日新宿駅南口宣伝

ス
ト
ッ
プ
！
医
療
崩
壊

ス
ト
ッ
プ
！
医
療
崩
壊

要求実現に向け産別交渉、さらには
地域労組と連帯し春闘をすすめる

第９６回メーデー（５月１日）

看
護
師
不
足
・
病
院
経
営
の
危
機

賃
上
げ
・
人
員
増
は
生
存
権
の
た
た
か
い

全職場から参加者確
保を！
ポスター等は３月末
到着予定です。
lapaz@chihyo．jp


